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キャリア教育とＰＢＬ 

吹田市の職員の皆さん、2025 年度も官学連携 PBL にご協力いただ

きまして誠にありがとうございます。 

教育開発支援センターでは、学生たちが大学で学んだ専門知識や理論

を実社会で活用できるように、キャリア教育において、2016 年度から

吹田市との官学連携 PBL をはじめ大阪や神戸にある企業との産学連携

PBL を開始し、公式ホームページに特集「OGU PBL」を設け、PBL 学

習法の成果を発信しています。学生たちは課題解決に向けて、情報の収

集・分析・解決の道筋や構想を練ることで、「学問と社会・産業のつな

がり」を深く考えることになります。 

2025 年度後期開講の「キャリアデザイン入門Ⅰ」において、「児童部 子育て政策室」から、「ど

うすれば自分たち学生は市役所に意見を言いやすくなるか？」との課題、「都市魅力部 シティプロモ

ーション推進室」から、「市民主体の魅力発信『吹田クロス』を広めるには」との課題が提示されまし

た。これはひとえに都市魅力部シティプロモーション推進室のご調整によって実現したものと大変感謝

いたしております。 

教育開発支援センターは今後も学生が主体的に学修する PBL を推進します。 

 

2024 年度の官学連携ＰＢＬ 

「キャリアデザイン入門Ⅰ」を受講する 1 年次生は毎年、吹田市からの行政課題に対してグループで

課題解決に取り組んでいます。2024 年度は「市民部 人権政策室」から、「平和について若い世代に

もっと興味関心を持ってもらい、吹田市立平和祈念資料館の集客につなげていくにはどうすればいい

か」との課題、「消防本部 総務予防室」から、「若い人材の消防団加入促進について」との課題が提

示されました〔2024 年 10 月 30 日（水）〕。 

吹田市との官学連携 PBL の課題解決発表会を開催しました。1 年次生のグループから 6 つの課題解

決案が発表されました。この発表会に参加した全員の投票の結果、「人権賞」にチーム「大梨」（おお

なし）が、「消防賞」にチーム「iPhone」が選ばれ、後藤教育開発支援センター所長から記念品が贈

られました〔2024 年 12 月 11 日（水）〕。 

 

  

課題解決発表会に参加した吹田市職員（左：市民部人権政策室、右：消

防本部総務予防室） 

上：人権賞「大梨」、 

下：消防賞「iPhone」 

教育開発支援センター所長 

後藤  登教授 
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「キャリアデザイン入門Ⅰ」の担当教員紹介 

 

 

 

 

 

略歴 

学歴・取得学位 

慶應義塾大学 文学部 文学科 卒業 学士 

大阪大学大学院 言語文化研究科 博士課程 単位取得退学 修士（言語文化学） 

 

主な職歴 

大阪学院大学 国際学部 講師 

大阪学院大学 国際学部 准教授 

 

所属学会 

日本発達心理学会、日本教育心理学会、言語科学会、社会言語科学会、英語コーパス学会 

 

研究課題 

大学英語教育におけるプレースメントテストシステムの開発 

英語語彙学習方略および e-learning システムの開発 

 

主な研究業績（著書・論文等） 

Acquisition of Grammatical Categories: Role of Physical Objects（論文）Studies in Language 

Science 1 2000.08、The acquisition of causative morphology in Japanese: A prototype account. 

（論文）Kuroshio Publishers  2001.09 

 

講義など協力可能なテーマ 

英語講読、時事英語、英文法、英作文など、言語発達、言語学入門、文系のための基礎統計学  

中 則夫  Naka, Norio 

国際学部 准教授／教育開発支援センター 所員 

【専門分野】英語教育学、テスト理論、言語心理学 

E-mail : naka@ogu.ac.jp 
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吹田市都市魅力部シティプロモーション推進室について 

吹田市では持続的なまちの発展をめざして、吹田

市が持つ魅力を積極的に発掘・発信し、「住み続け

たい」・「離れても戻りたい」といった愛着や誇り

を醸成するための取り組みとなるシティプロモーシ

ョン事業を実施しています。 

吹田市が取り組むシティプロモーションは、「吹

田市シティプロモーションビジョン」に基づき、市

外からの移住促進を主な目的とせず、在住・在勤・

在学の全市民を対象として、様々な暮らしの場面に応じた取り組みを戦略的に展開し

ていきます。 

 

吹田市シティプロモーションキャッチフレーズ「suitable city（スイタブルシティ）」 

suitable city（スイタブルシティ）は「～できる」と

いった意味の接尾辞である「able」を吹田「Suita」に

つなげることで、「吹田で実現できる」の意味を持たせ

るとともに、「ふさわしい、ぴったりの」などの意味を

持つ「suitable」と重ね、「暮らすにはぴったりなまち」

の意味を持つ造語です。 

さまざまな魅力が揃う吹田市でのより豊かな暮らし

を実現し、市民にとって愛着や誇りが持てるまちをめ

ざします。 

 

吹田市役所（吹田市泉町 1 丁目 3 番 40 号） 
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吹田市からの課題提示 

児童部 子育て政策室 

課題「どうすれば自分たち学生は市役所に意見を言いやすくなるか考えよ！」 

「国や自治体の制度や政策について思ったことや意見を、国や自治体に伝えたいと思いますか」という

アンケートを行ったところ、７割近くの子供・若者が「そう思う、ややそう思う」と答えました。一方

で、子供・若者が国や地方自治体に意見を伝えたいと思わない一番の理由は「意見を伝えても反映されな

いと思うから」でした。どうすれば子供・若者は市役所に意見を言いやすくなって、その意見を市役所の

仕事に反映させることができるか、皆さんのアイデアをお聞かせください！ 

【背景】 

・令和５年４月に施行されたこども基本法には、全ての子供について自己に関係する全ての事項に関して意見を

表明する機会が確保されることが基本理念として謳われています。（法第３条第３号）また、子供施策（※）を

策定、実施、評価するときには、子供・若者、子育て当事者等の意見を反映するために必要な措置を講ずること

を地方自治体に義務付けています。（法第 11 条） 

・本市では、令和７年３月に吹田市こども計画を策定し、子供・若者がその年代に応じて、その思いや意見を述

べることができる機会の確保等、意見表明の仕組みづくりを進めると位置付けました。（基本目標１ 施策１） 

・子育て政策室では、令和７年度より子供・若者の意見表明の仕組みづくりの検討を進めており、どうすれば市

役所に意見を言いやすくなるか、実際に学生の方々からアイデアをいただきたいと考えております。 

（※）子供施策：子供の健やかな成長に対する支援や、結婚・妊娠・出産・子育てに対する支援を目的とする施

策に加え、教育施策や雇用施策、医療施策等、幅広い施策が含まれる。 

 

 

都市魅力部 シティプロモーション推進室 

課題「市民主体の魅力発信『吹田クロス』を広めるには」 

吹田市では、「暮らすにはぴったりなまち」「吹田で実現できる」という意味を込めた「suitable city

（スイタブルシティ）」をキャッチフレーズに、市民ひとりひとりがそれぞれに応じた豊かな暮らしを実

現し、愛着や誇りをもってもらえるまちを目指してシティプロモーション事業を推進しています。 

そして、大阪・関西万博を契機とし、これまでの行政主体型のシティプロモーションのみならず、市民

がより主体となり、新たな魅力が創造・発信されるまちとなるよう市民主体型のシティプロモーション

「suitable city みんなで躍動プロジェクト」に取り組んでいます。 

令和 6 年度には、本プロジェクトの一環として、様々な方々に、本市のあらゆるヒト・モノ・コトを掛

け合わせたアイデアを発信してもらい、新たな魅力が創造・発信されることを目指す市民共有型のロゴマ

ーク「吹田クロスロゴ」を制作し、これまで「吹田クロス」を活用したイベントを開催してきました。 

また、「吹田クロス」をより身近に感じてもらえるよう SNS（Instagram）の運営も行っています。

ただ、「吹田クロス」というもの自体があまり知られていないのが現状です。 

そこで、どうすれば「吹田クロス」を市民に広めることができ、本来の形である「市民主体型」になる

のか考えていただきたいです。特に今回は SNS（Instagram）の運営について意見を聞かせてくださ

い。現在は、吹田クロスに関するイベントの告知や「クロスびと（吹田クロスを活用して魅力を創造・発

信しているひと）」の紹介をしていますが、今後は#吹田クロスを通して市民が投稿したものを紹介した

り、実際にクロスしている様子を取材していくようなアカウント運営にしていきたいと思っています。 
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児童部子育て政策室からの課題提示（説明スライド） 
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都市魅力部 シティプロモーション推進室からの課題提示 

（説明スライド） 
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課題提示イベントの様子 

   

 

 

 

 

 

 

  

2025 年度後期開講の「公務員入門」（1 年次配当科目）への講師招聘について 

１．講師の招聘の科目と講演時間 … 「公務員入門」火曜日・3 講時 13:30～15:15 

２．場 所 … 15 号館 01-04 教室 

３．講師招聘日 … 2025 年 12 月 9 日（火） 

４．内 容 … 「都市魅力部地域経済振興室（農業担当）」「地域教育部 青少年室」の職員による講演 

吹田市職員の招聘（結果報告） 

吹田市との連携協定に基づき、2025 年度後期開講の共通科目「公務員入門」において、吹田市 都市魅力

部 地域経済振興室（農業担当）および地域教育部 青少年室の職員をゲストスピーカーとしてお招きし、業務

内容や取り組みについてお話を伺いました。 

地域経済振興室（農業担当）からは、市内農地が市域約 3,600 ヘクタール

のうち約 50 ヘクタールにとどまり、農地所有世帯も約 0.2％と少ない都市部

特有の課題を踏まえながら、農地保全や農業者支援、地産地消の推進、農作業

体験事業などの取り組みについて紹介されました。あわせて、吹田市のイメー

ジキャラクター「すいたん」のモチーフであり、なにわの伝統野菜でもある「吹

田くわい」の特徴や栽培の難しさ、江坂朝市・ハピスマ朝市、市民農園、学童

農園等を通じた市民参加型の施策について説明があり、学生がボランティア

として参画できる機会も紹介されました。青少年室からは、「子育て・青少年

拠点 夢つながり未来館（ゆいぴあ）」を拠点とした居場所づくりや、子ども・

若者総合相談センター「ぷらっとるーむすいた」での相談支援、放課後の居場

所事業等が紹介されました。また、「さわやか元気キャンプ」や「太陽の広場」

など、地域全体で子ども・若者の成長を支える取り組みや、見守りボランティ

アの募集についても説明がありました。 
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2025.12.10 課題解決発表会 発表の順番 

 
 

 

児童部 子育て政策室 都市魅力部 シティプロモーション推進室 

どうすれば自分たち学生は市役所に意見を言い

やすくなるか考えよ！ 
市民主体の魅力発信「吹田クロス」を広めるには 

子供・若者の約 7 割が国や自治体に意見を伝えたい一

方で、「言っても反映されない」と感じる声が最も多い

ことが分かりました。こども基本法では意見表明の機会

確保が自治体の責務とされており、吹田市も意見表明の

仕組みづくりを進めています。どうすれば市役所に意見

を言いやすくし、その声を施策に反映できるか、皆さん

のアイデアをお聞かせください。 

吹田市は「suitable city」を掲げ、市民主体で魅力

を発信する「吹田クロス」を進めていますが、まだ十分

に知られていません。特に SNS（Instagram）の運用につ

いて、どのような投稿内容や工夫があれば市民に広く届

き、「市民主体型」の取り組みとして根付くと思うか、

皆さんの意見を聞かせてください。 

教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学

部
で
学
ん
だ
専
門
知
識
や
理
論
を

実
社
会
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
、
２
０

１
６
年
度
か
ら
産
学
連
携
Ｐ
Ｂ

Ｌ
・
官
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
開
始
し

ま
し
た
。
課
題
と
向
か
い
合
い
、

情
報
の
収
集
・
分
析
を
通
じ
て
、

解
決
の
道
筋
や
構
想
を
練
る
こ
と

は
、
「
学
問
と
社
会
・
産
業
の
つ

な
が
り
」
を
深
く
考
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
所
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後
藤 

 

登 

発

表

順 

チーム名 課題 メンバー 

1 
ラファエルエ

リアス 
子育て 

25HA0008 菊川 穂華 25BA0036 宇津 徳真 25BA0111 田中  昇 25BA0125 小西 隆介 

25HA0081 中川 日菜乃    

2 チーム B 子育て 

25HA0121 杉崎 敬祐 25S 0060 早田 悠斗 25S 0067 末富 翔太  

    

3 
脇ッ子・クロ

スクラブ 

吹田クロ

ス 

25C 0117 脇迫 慈来 25BA0001 桑田 祐剛 25BA0211 杉林 蹴斗 25HA0068 岡山 きらり 

25HA0104 野坂 美月    

4 未来 Cross 
吹田クロ

ス 

25BA0164 渡邉 椋太 25C 0011 辻本 奏月 25BA0131 北野 もも 25BA0155 石川 晴翔 

25HA0059 吉野 結花    
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吹田市との官学連携ＰＢＬ 課題解決発表会の進行表 

「キャリアデザイン入門Ⅰ」2025 年 12 月 10 日（水） 

於：2 号館地下 1 階 03 教室 

 

司会進行：教育開発支援センター 金﨑課長 

（起立をお願いします。）皆様、おはようございます。 

それでは、2025 年度「キャリアデザイン入門Ⅰ」の「吹

田市との官学連携 PBL」課題解決発表会を開催します。 

今回、吹田市の 2 つの部署から 2 つの課題が出されてい

ます。「児童部 子育て政策室」、「都市魅力部 シティ

プロモーション推進室」からの課題に対し、1 年次の受講生の皆さんが、これまで、グル

ープごとに一生懸命に課題解決に取り組みました。そこで、本日はグループごとに課題解

決の成果を発表いただきます。 

開会の挨拶：後藤 登所長 

皆さんが生きる社会では、多くの困難と対峙するでしょ

う。その時、大学で学んだ知識を活用して、それらの困難を

乗り越えてほしいと思います。そのためには、状況を分析

し、問題解決するためのプロセスをチームで共有することが

大切です。問題解決までの長い道のりをみんなと考えながら

行動し、協働する体験が、きっと 4 年間の学びに役に立つことでしょう。今日は、皆さん

が苦労しながら築き上げた課題解決の成果を、自信を持って発表してください。 

  授業の進行 担当者 時刻 内容・留意点 

０．授業前 金﨑 事前配付 記録メモ、投票用紙 

１．開会 金﨑 

後藤所長…開会の辞 

11：00（5分） 

11：05（2分） 

司会 

挨拶（2 分程度） 

２．課題解決発表 中 国際学部 准教授 

4 グループ×7 分 約 30

分 

11：15～11：22 

11：22～11：29 

11：29～11：36 

 

11：36～11：43 

ラファエルエリアス（子育て政策室） 

チーム B（子育て政策室） 

脇ッ子・クロスクラブ（シティプロモーシ

ョン推進室） 

未来 Cross（シティプロモーション推進

室） 

 

３．審査と集計、休憩 金﨑 11：50（5分） 「子育て賞」、「吹田クロス賞」の投票 

休憩 5 分間  

４．賞の発表 金﨑 

プレゼンテーター：後藤

所長 

（参加賞は中先生から授

与） 

11：55（5分） 「子育て賞」、「吹田クロス賞」の発表と

賞品の授与（リーダーが受け取る）参加賞

の授与（全グループ） 

５．講評 吹田市 

 児童部 子育て政策室 

都市魅力部 シティ

プロモーション推進

室 

 

 

12：00～12：03 

12：03～12：06 

 

 

課題提供部署より各グループに対してコメ

ントいただく（1部署 3分ずつ・短くなる

場合があります。） 

６．閉会 後藤所長…閉会の辞  挨拶（2 分程度） 

７．ミニワークショッ

プ 

吹田市 

受講生 

12：10～12：45 課題提供部署と受講生のコメント交換 

 



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年度「キャリアデザイン入門Ⅰ」学生の発表と感想 
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チーム名：ラファエルエリアス 

菊川 穂華（ホスピ経営）、宇津 徳真（経営）、田中  昇（経営）、小西 隆介（経営）、 

中川 日菜乃（ホスピ経営） 

[スライド 12 枚] 

 
発表の要旨：「学生意見の伝達方法を考える」 
「ラファエルエリアス」チームは、学生が市役所の業務内容を十分に理解できておらず、意見を届ける

仕組み自体も認知されていないという課題に着目し、情報伝達のあり方を検討した。アンケート結果か

ら、市役所との接点の少なさや SNS 発信の弱さが主な要因であると整理され、特に若者に身近な TikTok

を活用した情報発信の必要性が示された。日常的な業務紹介や「あるある」型の動画、キャラクターや著

名人との連携など、親しみやすいコンテンツを通じて市役所の仕事を可視化する方策が検討されている。

さらに、学校教育と連動した意見集約の仕組みづくりを通じて、学生が市政に関心を持ち、参加するきっ

かけにつながるのではないかとまとめた。 
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感想： 

菊川 穂華：どのグループも中間発表からさらに内容が深まり、限られた時間の中で高い完成度の発表が

できていてすごいと感じた。自分は意見を整理してスライドや原稿を作成し、チームに貢献できたと思う。

短い授業時間では難しいと感じていたが、チームで協力することで想像以上にスムーズに進んだ。市の方

から解決案を評価してもらえたことも嬉しく、吹田市について深く知る良い機会になった。 

宇津 徳真：発表当日は人が多く緊張すると思っていたが、実際には落ち着いて発表に臨むことができた。

チームでは、発言が少ない場面で自分から声を出すことを意識し、話し合いが止まらないよう行動した。

一人ではできないことも、班のみんなで協力することでスムーズに進められると実感し、チームワークの

大切さを改めて学ぶことができた。 

田中  昇：さまざまな班の発表を見る中で、完成度や伝え方に違いがあり、とても勉強になった。自分の

班では、意見をしっかり伝えることを意識し、発表にも積極的に関わることができた。特にメンバー同士

が協力し合い、支え合う雰囲気があったことで、安心して発表に取り組めたと感じている。 

小西 隆介：どのグループも細かな点まで考えられており、聞いていてとても興味深かった。チームでは、

まず調べる内容や進め方を整理し、誰もが意見を出しやすい雰囲気づくりを意識した。一人で作業するよ

りも、役割分担をすることで効率よく進められると感じ、チームで取り組む意義を実感した。 

中川 日菜乃：多くの人が前を向いて発言しており、意見がしっかり伝わる発表だったと感じた。チーム

では、小さな疑問も具体的に書き出し、スライドにつなげることを意識した。発表前は不安もあったが、

最終的には分かりやすい資料を作ることができ、自信につながった。  

 

推薦の言葉：・スライドが圧勝だった。発表の態度も良かった。・スライドの完成度が高かった。・スライ

ド発表内容のレベルが他よりも高かった。・スライドの出来栄え、発表がエモい。・スライドの構成、動

画、興味、印象。・スライドの仕上がり、発表の聞きやすさ。・具体例の多さやスライドの見やすさです。・

スライドが見やすかった。・動画などを使い、スライドも見やすかった。・動画などでの引き付け方が上手

だったので、頭に入ってきやすかった。・動画を元に解決案を言っていたから。・実例を出してくれていた

ため、より具体的に受け取ることができました。・例の多さ、若者視点らしくて良かった。・現状分析を行

い、仕組みへの提案まで行っていた。・前回の意見交換をもとにアンケートの検証ができている。具体的

な案の提示があった。・各学校の代表者が意見交換会に出向くというのは良い案だと思った。参考動画に

行政の動画が含まれていた。・提案までの発表がなされていた。・適切な長さで発表できていて、分かりや

すかったから。 
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チーム名：チーム B 
杉崎 敬祐（ホスピ経営）、早田 悠斗（情報）、末富 翔太（情報） 

 

[スライド 9 枚] 

 
発表の要旨：「SNS を使った仕事理解」 
 「チームＢ」では、若者が吹田市役所の仕事を具体的にイメージできていない現状を踏まえ、SNS を活

用した「仕事理解」の促進をテーマに検討を行った。アンケート結果から、TikTok と Instagram が主要

な情報源であることが確認され、特に「バズる」要素を意識した動画発信が重要だと考えられた。市役所

業務を疑似体験できるショート動画や、仕事の裏側を見せる構成によって、行政の仕事を身近に感じても

らう工夫が提案されている。流行や構成の分析を通じて、単なる広報ではなく「働くイメージ」を伝える

SNS 活用の可能性を示した発表となった。 
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感想： 

杉崎 敬祐：どのチームも発表までしっかり仕上げていてすごいと感じた。自分は SNS から一度離れて

考える案を出すなど、視点を広げる役割を意識した。発表の構成やスライドを評価してもらえたことが嬉

しく、今後一人で資料を作る際の参考にしたいと思った。 

早田 悠斗：人数が少ない状況でも事前に対処法を考えていたため、落ち着いて発表できた。原稿作成や

SNS の必要性を伝える役割を担い、チーム全員がリーダーシップを発揮できたと思う。スライド作成の

難しさを実感すると同時に、教員や市職員が多くの工夫を重ねていることにも気づいた。 

末富 翔太：作りたいスライドの要望を整理し、伝えたい内容が分かりやすくなるよう、グラフなどを用

いて視覚的にまとめることができたと思う。また、やりたいことを洗い出した上で、作業内容を具体的に

スケジュール化して進めてくれた点は、とても助かった。時間が限られていたため、スピード重視の進行

になってしまったが、役割分担は明確で、作業自体は効率よく進められたと感じている。一方で、役割を

細かく分けすぎたことで、最終的に全体の進捗状況が分かりにくくなってしまった点は反省点である。な

お、当日は出席できなかったため、発表本番については振り返ることができなかった。 

 

推薦の言葉：・両チームともデータを取り、根拠を持って提言できていた。より具体的な提言を示せてい

たのはチーム B の方だった。提案の内容はほぼ同じであったが、具体性が強かった方を選んだ。・アンケ

ート結果などを分析して考えて選んでいて賢いと思いました。周りを見渡しながら、しっかりと話してい

て良かったです。・アンケート結果や動画についてしっかりと考察しており、その点が良かった。・原因、

課題がより明確で、その課題へのアプローチが分かりやすかった。・課題の意図の理解と問題意識が明確

だった。・課題に対しての解決案がよく出せていた気がしました。・再現性があった。・発表で簡潔に伝え

たいことが分かりやすかった。・効率の良い説明が分かりやすく、スマートな発表だった。・スライドが見

やすかった。・動画にタイトルがあり、分かりやすい。・人数が少ない中、頑張っていた。・チームの人数

が少ない中、トラブルに対応する力もあり、各メンバーが何も言わなくても自分の仕事を見つけていたの

が良かった。 
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チーム名：脇ッ子・クロスクラブ 

脇迫 慈来（商）、桑田 祐剛（経営）、杉林 蹴斗（経営）、岡山 きらり（ホスピ経営）、

野坂 美月（ホスピ経営） 

[スライド 9 枚] 

 

発表の要旨：「吹田クロスの認知度向上に向けて」 
 「脇ッ子・クロスクラブ」チームは、吹田クロスの認知度が低い要因として、日常生活の中で目に触れる

機会や参加体験が限られている点に着目し、長期的な視点に立った普及策を提案した。具体的には、地域

の小学校と連携し、児童に吹田クロスを描いてもらった作品を交通機関や公共施設に展示する取り組みを

提案している。幼少期の体験を通じて市への愛着を育み、口コミ的に認知が広がる効果を狙う点が特徴で

ある。短期的な注目だけでなく、中長期的に市民との接点を増やすことで、吹田クロスを「身近な存在」と

して定着させる方向性が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想：  

脇迫 慈来：発表を通して、相手を納得させるには内容だけでなく、数字など客観的な根拠がとても重要

だと感じた。本番は緊張したが、自分の話すスピードが速すぎることにも気づき、今後の課題として意識

したいと思った。チームでは、発表の軸からぶれないよう意見をまとめ、スライドや原稿が複雑になりす

ぎないよう工夫した。メンバー同士で意見を聞き合い、雰囲気よく準備を進められたことが、発表の完成

度につながったと感じている。 

桑田 祐剛：情報収集や話し合いの進行において、メンバーそれぞれに役割を振りながら作業を進めるこ

とができ、さまざまな視点を取り入れつつ議論を進められたと思う。特に、全体を見ながら仕事を割り振

る場面では、自分なりのリーダーシップを発揮できたと感じている。一方で、金額などの細かい部分につ
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いては、さらに深く調べる余地があったと反省している。また、複数の視点をより順序立てて説明できて

いれば、相手にとってさらに分かりやすい発表になったのではないかと感じた。 

杉林 蹴斗：どのチームも発表までしっかり仕上げていてすごいと思った。自分は SNS から一度離れて考

える案を出すなど、議論の幅を広げる役割を意識した。発表の構成やスライドを評価してもらえたことが

嬉しく、今後の参考にしたいと感じた。 

岡山 きらり：中間発表よりも内容を詰めて発表できており、全体として成長を感じた。チームでは、リ

ーダーの行動や考え方を参考にしながら、自分なりに役割を果たすことを意識した。準備期間は短かった

が、役割分担がうまくいき、スムーズに発表まで進められた点が良かったと思う。 

野坂 美月：チームのみんなと協力して発表できたことが印象に残っている。意見を出し合う中で、自分

から発言する力が少しずつ身についてきたと感じた。本番では多くの意見を評価してもらえ、新たな視点

にも気づくことができた。今回の経験を今後の発表にも活かしたい。 

 

推薦の言葉：・子ども×体験型は実現可能性が高い。・小学生をターゲットにするなど、より広めるにあた

り具体性と実現性があったため選びました。・実現性のある解決案。発表の構成など、しっかりとまとめ

られていて良かった。・課題が調査により明確で、論点を一つに絞ったこと。それを深掘りして解決手法

や普及分析に納得できた。・断トツで一番良かった。現状把握、テーマの掘り下げ、普及啓発までできてお

り、読む人の声が聞きやすかった。とても納得できるプレゼンだった。・吹田クロスの目的（愛着を高め

る）を踏まえた企画内容だった。・スライドが分かりやすく、内容が深かった。・良かった。内容が分かり

やすかった。 
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チーム名：未来 Cross 
渡邉 椋太（経営）、辻本 奏月（商）、北野 もも（経営）、石川 晴翔（経営）、吉野 結

花（ホスピ経営）  

[スライド 28 枚]（一部抜粋） 

 
発表の要旨：「吹田クロスの普及方法」 

「未来 Cross」チームは、市民のアイデアと市の魅力を掛け合わせ、新たな魅力を創造する取り組みで

ある「吹田クロス」について、認知度が低い現状に着目し、その要因と改善策を検討した。アンケート調査

の結果、吹田クロスを「知らない」と回答した層が大多数を占め、特に若年層への情報発信が不十分であ

ることが明らかとなった。そこで、Instagram と TikTok を用途別に使い分け、TikTok で関心を持っても

らい、Instagram で詳しい情報へつなげる発信方法を提案している。動画事例の分析を通じて、ストーリ

ー性や身近さを意識した分かりやすい発信の大切さを整理し、SNS を活用して吹田市の魅力をより分かり

やすく伝える工夫をまとめた。 
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感想： 

渡邉 椋太：中間発表と比べ、どのチームも内容が大きく改善されていて驚いた。自分はアンケート関係

の作業を中心に取り組み、発表準備に貢献できたと思う。原稿を用意することの重要性や、動画制作の負

担についても考えるきっかけになり、次につながる学びが得られた。 

辻本 奏月：話し合いを進める中で、ハプニングも想定した事前準備の大切さを感じた。議論では話を整

理し、みんなの意見を簡潔にまとめることを意識した。また、他の人の意見を広げて話題を深める役割を

担えたと思う。多くのアイデアが出る中で方向性がずれる場面もあったが、助け合いながら修正できた点

は良かった。SNS に頼りすぎず、幅広い世代を意識した視点も必要だと感じた。 

北野 もも：発表を通して、案を提示する際には「なぜそう考えたのか」という原因や根拠を具体的に示

すことが説得力につながると気づいた。チームでは意見の整理やスライド作成、全体の流れ確認を担当し

た。それぞれが主体的に動き、リーダーシップを発揮できたことで、納得感のある発表ができたと思う。 

石川 晴翔：原稿やスライド作成にも関わり、発表は全体として良い感触だった。アイデアを出したり話

のきっかけを作ったりする中で、チーム全体で多くのリーダーシップが発揮されていたと感じた。他の班

の発表からも新しい視点を得ることができ、楽しく学びの多い回だった。 

吉野 結花：資料が 1 枚足りないというハプニングがあったが、何とか発表することができた。話し合い

には積極的に参加し、チーム全員が意見を出せていた点は良かったと思う。リーダーを中心に役割分担が

できており、協力して進められた。吹田市役所の方とのミーティングでは、実現が難しい点や改善案につ

いて助言をもらい、次回に向けて準備すべき点が明確になった。 

推薦の言葉：・（情報量）調査量がすごい！・両チームとも具体的な根拠をしっかり取ってプレゼンができ

ていた。その内容がしっかりしており、より広いデータ収集をしていた未来 Cross の方が説得力があった。

また、提言が推測の域で終わらず、データ分析の上で示せていたことも評価できる。・どっちも良かった

です！現状の問題点に対し深く考察されており、事例も単なる紹介にとどまらず、インタビュー等を取り

入れ、より説得力のある発表になっていました。・さまざまな事例を基に、分かりやすく説得力がある。短

時間でよく調べたなと思います。・実際にバズっている人にインタビューをしていた。・スライドが分か

りやすい。実際にアンケートもしたりしていて良かった。・スライドの完成度が高く、スライドをそのま

ま読むのではなく自分たちの言葉で伝えていた。・聞き取りやすいスピードで内容がしっかりしていた。・

具体的な提案力、紹介してもらった動画も心ひかれるものに感じた。・急なアドリブにも対応できていた。・

アンケートのグラフをもとに説明できていて分かりやすかった。・トラブルがあったけど持ち直しました。・

2 つを組み合わせるアイデアが良かった。  
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 講  評   

【吹田市 児童部 子育て政策室様】 

ラファエルエリアス 

解決策を考えるにあたり、クラス内で２度アンケートを実施されており、行動力と熱意を

感じました。 

発表の中で動画をいくつも再生し、紹介していただいたため、発表を聴いているだけで、

自然と解決策のイメージが湧いてきました。解決策の中には、動画作成の具体的な提案も含

まれており、すぐに取り組んでいけるものとなっていました。また、他市の先進的な取組で

ある子供会議なども解決策として挙げられており、情報収集能力の高さにも感心しました。 

チーム B 

実際にクラス内でアンケートを実施し、その結果を分析した後に、解決策を提案いただい

たため、とても説得力のある発表内容でした。また、アンケート結果をグラフで示されてい

たため、情報を視覚的に捉えることができ、発表資料も非常にわかりやすかったです。 

今回は市役所に興味を持ってもらうことに焦点を当て、提案発表していただきましたが、

子供・若者が市役所に意見を伝える方法や仕組みにも触れていただけると、さらに良かった

と思います。 

 

  

上段：課題解決発表会にご来場いただいた吹田市職員の皆様、下段：発表に対する講評の様子 
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 講  評   

【吹田市 都市魅力部 シティプロモーション推進室様】 

脇ッ子・クロスクラブ 

 初めから最後までプレゼンテーションの流れが整理されており、内容が非常に分かりやす

く、納得感のある発表でした。テーマを丁寧に掘り下げ、課題の原因を「認知度と体験機

会」と明確に設定し、それに対する具体的な解決策を提示していた点が印象的でした。 

特に、幼少期の記憶に着目した小学校での体験授業や展示の提案は、実現可能性も高く、

非常に良い視点だと感じました。リーダーを中心にメンバーが一致団結して取り組んでいる

様子も伝わり、チームとしての完成度の高さがうかがえました。  

また、啓発において子どもをターゲットとする手法自体は一般的であるものの、本取組に

おいては、これまで十分に重視してこなかった視点であり、改めてその重要性を認識させら

れる提案でした。SNS というテーマにとらわれ過ぎることなく、まずはクロスの意義や認知

度を高めようとしていた点も本質的で、説得力がありました。  

さらに、公共交通機関を活用するという視点は魅力的である一方、実際の運用にあたって

はコスト面などの課題も想定されるため、今後の検討課題として整理していく必要があると

感じました。 

未来 Cross 

 大学生ならではの柔軟な発想に加え、学外も含めたアンケート調査など、行動力のある取

組が非常に印象的でした。４週間という限られた期間の中で、ここまで企画をまとめ上げら

れた点も高く評価できます。特に、高校生を含め幅広い層から意見を収集し、どの提案につ

いても根拠をもとに検討されており、説得力のある内容でした。 

また、抽象的になりがちな「新たな魅力を創造する」というテーマについても、チームな

りに課題を整理し、多くの人に伝わる形へと具体化しようと工夫されていた点は、これまで

明確に言語化しきれていなかった懸念点を改善案とあわせて示していただく内容となってお

り、今後の取組を検討するうえで非常に参考になりました。  

さらに、サンプル動画の配信先に意見を伺うなど、外部の声を積極的に取り入れようとす

る姿勢も評価できる点です。一方で、他自治体の SNS での情報発信事例や、動画表現の工

夫について、良い事例やポイントを併せて紹介いただけると、より具体性が高まったのでは

ないかと感じました。  

また、実際に動画を制作・運用する際には、時間や技術面での課題が生じる可能性もある

ため、その点については今後、慎重な検討が必要だと感じました。 
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 授賞式   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

  

吹田市障がい者授産製品常設展示販売店

「はぴすま」（賞品を購入） 

課題解決発表会終了後の意見交換会の様子 

「子育て賞」に選ばれたチーム「ラファエルエリアス」 「吹田クロス賞」に選ばれたチーム「未来Cross」 

中 則夫先生 
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学生サポーター制度の導入と教育効果 

「キャリアデザイン入門Ⅰ」官学連携 PBL クラスでは 2025 年度より、上級生が下級生の学びをサポ

ートする取り組みを開始しました。この取り組みは、2025 年 3 月 4 日（火）に開催した 2024 年度第

2 回 FD・SD 講演会において、甲南女子大学教授の佐伯 勇先生よりご紹介いただいた「全員発揮型の

リーダーシップ教育」の実践事例を参考に導入したものであり、FD・SD で得た知見を授業改善へと具

体的につなげた取り組みです。特定の学生だけがリーダーシップを担うのではなく、学生一人ひとりが

役割を持ち、互いに支え合いながら学びを深めることを目的としています。 

2025 年度は、国際学部 2 年次生の籔中 洸太君、短期大学部経営実務科 2 年次生の小川 果音さん、

安田 奈央さんの 3 名が学生サポーターとして授業に参加しました。学生サポーターは、1 年次生のグ

ループワークでの話し合いの補助や資料作成のアドバイスなどを通して、発表に向けた学修を継続的に

支えてきました。課題解決発表会当日も、進行補助のサポートに携わり、発表の様子を見守りながら、

学生が安心して発表に臨める環境づくりに努めました。 

また、課題解決発表会においては、これまでのサポート活動への感謝の気持ちを込めて、担当の中先

生から大学オリジナルグッズが学生サポーターに贈呈されました。発表会終了後も引き続き授業に出席

し、第 13 回目の最終授業まで寄り添いながら 1 年次生の学びを支えています。ここでは、こうした活

動を担った 3 名の学生サポーターに、授業を通して感じたことや学びについて感想を聞いてみました。 

 

籔中 洸太君： 

僕はサポートをする中で、アドバイスをすることが難しいなと感じました。アドバイスは、踏み込み

すぎるとグループの課題解決に向けての方向性を決めつけてしまう場合があるので、その線引きが難し

かったです。人それぞれに課題の解決方法があるから、その考えや意見を否定するように聞こえないよ

うに、考えて発言することを意識しました。最初の方は、グループでの会話があまり活発でなかったり、

うまく進むのか不安に感じることもありましたが、後半の方はどのグループもしっかりと発言し合い、

成長を感じられてよかったと思いました。 

 

小川 果音さん： 

 最初は 1 年次生とどう関わったらいいか分からず不安に思うこともありましたが、徐々にみんなと話

せるようになり、最終的にはだいぶ打ち解けることができました。この数ヶ月の間で 1 年次生たちの成

長を近くで感じることができ、指導することやサポートすることの楽しさを感じました。ただ、補助す

る役割としてどこまで入ってよいかの境目が難しく、1 年次生の成長につながるように考えてサポート

することが今後の課題だと感じました。これから社会人になって、後輩ができた時に今回の経験を活か

したいです。 

 

安田 奈央さん： 

サポーターとしてどこまで踏み込めばいいのかがすごく難しかったです。私自身、普段はグループワ

ークにおいて、みんなを引っ張るタイプなので、発言なども積極的に行いますが、課題に向き合うのは

自分ではないので、アドバイスの線引きが難しく、介入しすぎてしまうとアシスタントではなくなって

しまうので、引き際が難しくなった時もありました。遠くから見守ることで 1 年次生が自分たちで問題
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を解決していき、成長していくことができたんだと思いました。全く補助をしないわけではありません

が、踏み込みすぎるのもよくないとこの授業を通して学ぶことができました。 

 

この取り組みを通じて、1 年次生にとっては、話し合いや発表準備の場面で自ら考え、行動する機会

が増え、学修に対する主体性の向上が見られました。一方、2 年次生である学生サポーターにとって

も、相手の理解度や状況を踏まえて助言・支援を行う経験を通じて、協働的に学びを支える力や責任感

を育む機会となりました。授業内では、役割を固定せず、場面に応じて関わり方を変えながら学びを支

える姿が見られ、全員が何らかの形で貢献する「全員発揮型」の学びが実践されていました。FD・SD

で得た学びが学生の行動変容として確認できた点は、この取り組みの大きな教育的成果といえます。 

 

  

学生サポーターの活躍の様子 
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吹田市のシティプロモーションでは、まちへ

の愛着と誇りの醸成に向け、市の魅力を積極的

に発掘・発信する取組を進めております。 

 

今回の PBL を通じて、学生生活の中では気

づきにくい吹田市の取組や、地域におけるさま

ざまな活動に触れていただく機会になったの

ではないかと存じます。 

本授業の学びをきっかけとして、これらの取

組への理解をさらに深めていただくとともに、

自ら主体的に市政や地域活動に関わることで、

本市とのつながりをより一層深めていただけ

ればと考えております。 

 

また、今後も学生が多いまちという本市の魅

力を生かし、引き続き、学生の皆様から様々な

分野においてアイデアをいただけますと幸い

です。 

 

結びに、教育開発支援センター後藤所長、

中先生をはじめ、ご協力いただきました関係

者の皆様に心からお礼申し上げますととも

に、貴学と本市との連携が一層深まりますこ

とをご期待申し上げます。 

大
阪
学
院
大
学
「
吹
田
市
と
の
官
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
に
寄
せ
て 

都市魅力部長  

脇寺 一郎 氏 
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